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事　業　概　要

きょうと元気な地域づくり応援ファンド支援事業
平成 23年度　事例集

農林水産物の活用

http://www.maruhachi-sekizai.com/
代表：岡　光洋
業種：石材、造園、建設業
創業：昭和 35（1960）年　設立：平成 3（1991）年
住所：〒 619-0201　木津川市山城町綺田外高島 36-7
TEL：0774-86-3166　　FAX：0774-86-3427

株式会社　丸八石材

　日本でもできる人が少ない、石積石工という特殊な技

術を有する株式会社丸八石材の岡光洋さんは、各種石材

の販売、石工事業、土木・造園工事等を営んでいます。「小

さな会社ではありますが、新規分野開拓精神はたくまし

く、少数精鋭で海外事業にも積極的に取り組んでおりま

す」と語る岡さんは、先代より事業を継承してから新し

い営業を積極的に進め、単身中国に渡って石山を探し、

石材や建築資材等の輸入なども手がけてきました。

　「海外に出て日本を見つめ直すと、日本製品の良さ、

技術力の高さや勤勉の精神など、世界にも希な民族だと

いう誇りを実感します」。再度、自分の身の回りを見つ

め直した時、山城地域の資源を活用して地域の活性化に

つなげるためには、「積極的に何でも挑戦していきたい」

と決意しました。

　「昔は商店が 400 ～ 450 軒とあったのに大型店舗が出

店してからどんどん減っていき、現在は 3分の 2以下

にまでなってしまいました。人口の減少、働く場もどん

どん減っていき、この辺は衰退の一方。これは何とかし

なければ」と思った岡さん。創業の地である山城町（京

都府木津川市）では、深刻な高齢化、若者には少ない就

職環境、商工業の弱体化など、将来の危機的な状況がす

ぐそこに待ち受けているのを岡さんは痛感していまし

た。

　「町を活性化するには特産品の力は大きいと思う。そ

こで何か特産品を作ろうと思い立った訳です。そう思う

ようになった頃、友人から焼酎作りの話を聞いて、山城

町の特産品であるたけのこを使って焼酎を作れないかと

思ったのがきっかけです」。

　京都府内最大のたけのこ産地である山城町だから、そ

の産品に付加価値を付ける商品として「たけのこ焼酎」

を企画し、製造販売までもプロデュースしていくことに。

製造は、酒造会社の株式会社北川本家（京都市伏見区）

に依頼しました。

　北川本家の全面的な協力により、商品は無事完成。商

標をたけのこ焼酎「山城」と命名しました。販売は、当

初京都府内で限定的に販売。地元及び周辺地域の酒小売

店を中心に行い、初年度（平成 23 年）生産分は完売す

ることができました。

　販売促進として各地で PR 活動を行いましたが、まず

は山城町の料理店で試飲発表会を開催。「おいしい、甘

い、山城のたけのこだと大好評で、お帰りの際に何本も

お買い上げいただき感無量でした」と岡さん。また、京

都府内の各種イベントで試飲販売を多数実施してきまし

が、国内では非常にまれな焼酎であり、まだまだ認知度

が低いことから、機会あるごとに PR 活動をしていく予

定とのことです。

　海外においても、中国上海、アモイの 2都市におい

て試飲発表会を開催し、たけのこ焼酎「山城」は中国の

人達にも大好評だったそうです。また、中国大連での「日

本ブランド PR」にも、京都特産品の一つとして京都を

代表して PRに参加しました。

　放置竹林が原因で山に入れなくなってしまう問題を打

破し、整備された山々と大地の恩恵のたけのこを守るた

めにもこの焼酎が少しでも役に立てればと、願う岡さん。

「たけのこから焼酎を作ると思い立ったのはいいけど、

当初は酒造メーカーさんにもなかなか相手にしてもらえ

ませんでした。試行錯誤しながらようやく完成させるこ

とができ、イベントなどでも好評で、小ロットではあり

ますが完売しています」。

　岡さんは、一時的な盛り上がりではなく、5年、10

年と長く続けて雇用も生み出すぐらいになるのが理想だ

と語ります。地域全体が衰退している現状なので、山城

町で成功例を作って他の町にもこういった動きが波及す

れば良いと考えています。「酒類卸売免許が取得できた

ら、販路の拡大、生産も徐々に増やしたいと思っていま

す。また、焼酎だけでなく、他の特産品のアイテムを増

やしていき、将来的には京都を代表するブランドを確立

したいですね」。

　次の展開としては、地元産海老芋の焼酎や地元山城の

良いお米で作る大吟醸等を計画中です。何事にも積極的

にチャレンジする精神は衰えることなく継続中です。

京都を代表するブランドの確立を目指して

地域活性化のために積極的な挑戦を

地元の商店がどんどん減っていく

岡　光洋さん
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地産品のたけのこを使った新商品、たけ
のこ焼酎「山城」


